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ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者

激
励
会

　

大
会
に
出
場
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
激
励
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
出
場
さ
れ
る
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。

【
第
18
回
東
海
小
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
】

【
第
32
回
全
日
本
小
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
】

（
両
大
会
と
も
個
人
・
団
体
戦
出
場
）

　

池
田
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
少
年
団

　
　

揖
斐
小
6
年�

横よ
こ

幕ま
く

あ
す
み
さ
ん

「
ア
ー
ト
い
び
が
わ
２
０
１
５
」

文
芸
作
品
募
集

　
「
ア
ー
ト
い
び
が
わ
２
０
１
５
」
が
、

ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
健
康
文
化
都
市

「
揖
斐
川
町
」の
発
信
の
場
と
な
り
ま
す
よ

う
、皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

種　

目

題

応
募
点
数

短　

歌
雑
詠

二
首
以
内

俳　

句
当
季
雑
詠
（
夏
・
秋
）
二
句
以
内

川　

柳
新
・
わ
く
わ
く

一
題
二
句

狂　

俳
爽
や
か
、
あ
り
が
た

い
、
活
躍
、
ゆ
っ
く

り

一
題
一
句

連　

歌
第
３
「
５
・
７
・
５
」

夏
ま
た
は
季
節
の
な

い
句

一
題
二
句

　

応
募
要
項
な
ど
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

★
応
募
要
項

　

投
稿
用
紙
に
作
品
を
記
入
し
て
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

　

作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

　

投
稿
用
紙
は
、
各
振
興
事
務
所
・
揖
斐

川
町
中
央
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

投
稿
用
紙
が
入
手
で
き
な
い
場
合
は
、
任

意
の
様
式
に
種
目
、
題
お
よ
び
連
絡
先
を

明
記
し
て
次
の
送
付
先
ま
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

★
応
募
期
限
と
送
り
先

　

平
成
27
年
10
月
31
日（
土
）〈
期
限
厳
守
〉

　

〒
５
０
１

－

０
６
０
３

　

揖
斐
川
町
上
南
方
15

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
３

－

１
２
２
０

　

�

文
化
協
会
担
当
ま
で
郵
送
や
フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
社
会
教
育
文
化
課
（
℡

２
２

－

１
１
２
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

★
入
選
発
表

　
平
成
28
年
２
月
中
旬

【
第
20
回
高
野
山
旗
全
国
学
童

軟
式
野
球
大
会
】

Jr.
メ
ン
ト
ー
ズ

　

清
水
小
6
年�

髙た
か

田だ　
　

力
ち
か
ら

さ
ん

【
２
０
１
５
君
が
創
る�

近
畿
総
体�

平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
】

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
の
部
個
人
戦
）

　

大
垣
商
業
高
校
3
年

�
石い

し

原は
ら　

美み

紅く

さ
ん

　

岡
崎
城
西
高
校
1
年

�

山や
ま

元も
と　

祐ゆ

乃の

さ
ん

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
部

個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス
）

　

大
垣
東
高
校
3
年�

水み
ず

野の　

史ふ
み

也や

さ
ん

（
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
の
部
コ
ー
チ
）

　

岐
阜
工
業
高
校�

細ほ
そ

野の　

光み
つ

史ふ
み

さ
ん

※
山
元
さ
ん
は
激
励
会
を
欠
席
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
39
回
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
２
０
１
５

滋
賀
び
わ
こ
総
文
】

（
郷
土
芸
能
部
門�

和
太
鼓
部
門
）

　

岐
阜
総
合
学
園
高
校
2
年

�

仲な
か

井い　

ゆ
い
さ
ん
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公
民
館
活
動

☆
清
水
公
民
館

《�

ふ
れ
あ
い
運
動
会�

》

　

◆
日
時　

９
月
19
日（
土
）�

�
８
時
30
分
～
15
時

　

◆
場
所　

清
水
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

☆

永
公
民
館

《

永
中
学
生
総
会
》

　

◆
日
時　

８
月
１
日（
土
）15
時
～
17
時

　

◆
場
所　

永
公
民
館

　

◆
内
容　

役
員
選
出
＆
そ
の
他

《�

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会�

》

　

◆
日
時　

９
月
27
日（
日
）�９
時
～
12
時

　

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
４
日（
日
）

　

◆
場
所　

永
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

◆
内
容　

永
地
区
住
民
に
よ
る
大
会

　広木忠信（文蔵）は、江戸中期（元禄元年ころ）揖斐城下の三輪で生まれ、１７３０年この地で亡くなり
ました。その間、京都で山崎闇斎の学風を継ぐ若林強斎に学び、私塾「望楠軒」の塾頭を務め将来を期
待されましたが、母上に孝養を尽くすため帰郷し医者をしながら学問に励んでいます。地元では、無名
に近い人物ですが、師匠の祭文（弔辞）などによれば、実に志の高い心をもつ優しい人格者であったこ
とが分かります。
　そこで毎年、命日に近い休日に、長源寺で簡単に墓前祭を営んだ後、広木忠信をはじめ郷土（広く日本）
の先賢に学ぶ集いを催しております。ぜひ、ご参加ください。

●日　時� 平成２７年９月１３日（日）　１３時～１６時３０分

●場　所� ①広木忠信（文蔵）墓前祭　１３時～１３時３０分　長源寺（揖斐小学校の北奥に駐車場）
　　　　　　・若林強斎作「広木忠信を祭る文」朗読解説� 元小学校長　後藤　章嘉�氏

� ②広木忠信に学ぶ集い　１４時～１６時３０分　揖斐川歴史民俗資料館
　　　　　　・講話　「揖斐郡の災害と金原明善」� 元小学校長　竹中　昭文�氏
　　　　　　　　　　「高杉晋作と所郁太郎」� 元小学校長・所郁太郎顕彰会幹事　杉原　重明�氏
　　　　　　　　　　「吉田松陰と美濃の人々」� 京都産業大学名誉教授　所　　　功�氏

●主催・お問い合せ　揖斐川町文化財保護協会　会長　高橋　良樹（５４－２０１４）

「広木忠信に学ぶ集い」のご案内

　

平
成
28
年
１
月
10
日（
日
）午
後
１
時
30

分
か
ら
、
成
人
式
を
揖
斐
川
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
７
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

　

現
在
、新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、企
画
・
準
備
を
行
っ
て
い
た
だ
け

る
人（
実
行
委
員
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

社
会
教
育
文
化
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１
（
内
線
４
７
２
）

平
成
28
年
揖
斐
川
町
成
人
式

実
行
委
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

揖
斐
川
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟
で

は
、
次
の
通
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
は
手
軽
で

安
全
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

9
月
13
日（
日
）
8
時
30
分

●
場
所　

岡
島
や
な
下
流
芝
生
広
場

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
！

●
対
象　

高
校
生
以
上

●
参
加
費　

１
人
１
０
０
０
円（
当
日
徴
収
）

●
申�

込
方
法

　

�

9
月
8
日（
火
）ま
で
に
揖
斐
川
町
健
康

広
場
ま
た
は
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
に

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟

　

℡
２
２

－

３
８
０
４


